
Fumiaki Miura三 浦 文 彰
2009年世界最難関とも言われるハノーファー国際コンクールにおいて、史上最年少の16歳で優2009年世界最難関とも言われるハノーファー国際コンクールにおいて、史上最年少の16歳で優
勝。3歳よりヴァイオリンを始め、6歳から徳永二男氏に師事。ロサンゼルス・フィル、ロイヤル・
フィル、マリインスキー劇場管、チャイコフスキーシンフォニーオーケストラなどと共演。共演
した指揮者には、ゲルギエフ、ドゥダメル、フェドセーエフ、ズーカーマンなどが挙げられる。
また、サンクトペテルブルクの白夜祭、宮崎国際音楽祭などにも招かれる。18年10月からスター
トしたサントリーホールARKクラシックスではアーティスティック・リーダーに就任。今後は、
ズーカーマン指揮バルセロナ響、ティチアーティ指揮ベルリン・ドイツ響、ロウヴァリ指揮エー
テボリ響、エストラーダ指揮フランクフルト放送響、ポーガ指揮ケルン放送響、ダウスゴー指揮テボリ響、エストラーダ指揮フランクフルト放送響、ポーガ指揮ケルン放送響、ダウスゴー指揮
BBCスコティッシュ響などとの共演が予定されている。さらにピリスとのデュオ、ズーカーマン
との室内楽、スペインや日本でのリサイタルツアーも予定。CD録音は、エイベックス・クラシッ
クスよりリリース。使用しているヴァイオリンは、宗次コレクションより貸与されたストラディ
ヴァリウス1704年製作"Viotti"。

Pinchas Zukermanピンカス・ズーカーマン
50年の長きにわたりソリスト、指揮者、室内楽奏者として世界の音楽界で不動の地位50年の長きにわたりソリスト、指揮者、室内楽奏者として世界の音楽界で不動の地位
を築いている。また献身的ともいえる教育活動は高い評価を得ており、そのカリスマ
性で数々の若手音楽家に霊感を与え続けてきた。2018-19シーズンはロイヤル・フィ
ル首席客演指揮者として10シーズン目、アデレード響のアーティスト・イン・アソシ
エーションとして4シーズン目を迎える。ロイヤル・フィルとはイギリス、アイルラ
ンドおよび韓国ツアーを、またロッテルダム・フィルとはソリストとしてヨーロッパ・
ツアーを行う。今シーズンはズーカーマンの70歳を記念するだけでなく、マンハッタ
ン音楽学校の教育プログラム、ピンカス・ズーカーマン・パフォーマンス・プログラン音楽学校の教育プログラム、ピンカス・ズーカーマン・パフォーマンス・プログラ
ムの25周年にもあたる。テルアビブ生まれ。ジュリアード音楽院でイヴァン・ガラミ
アンに師事。芸術メダル、アイザック・スターン賞を受賞。これまでに100以上の録
音をリリースし、2016年にはドイツ・グラモフォンとフィリップスによる録音全集
がリリースされた。
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